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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成30年4月26日(2018.4.26)

【公表番号】特表2017-512164(P2017-512164A)
【公表日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2016-574518(P2016-574518)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/10     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/36     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  81/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ   65/40     　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ   27/10     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    1/36     　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    7/00     　　　Ｆ
   Ｂ６５Ｄ   81/24     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月12日(2018.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロース繊維を含む板紙基材を提供する工程と、
　前記基材の少なくとも一方の表面を、結合剤及び金属塩で処理する工程と、
　前記処理された表面の少なくとも一部分をインクで印刷する工程と、
　前記印刷された表面上に少なくとも一つのポリマー層を塗布する工程と
を含む、包装材料を製造する方法。
【請求項２】
　前記結合剤が、ミクロフィブリル化セルロース（ＭＦＣ）、でんぷん、ポリダドマック
、カルボキシメチル・セルロース（ＣＭＣ）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリビ
ニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）、ポリエチレングリコール（
ＰＥＧ）、及び／又は、これらの任意の組み合わせ若しくは修飾されたものを含む群から
選択される、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　ミクロフィブリル化セルロース（ＭＦＣ）が、少なくとも０．１ｇ／ｍ２の量で前記表
面に塗布される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　でんぷんが、少なくとも０．１ｇ／ｍ２の量で前記表面に塗布される、請求項１から３
までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ポリダドマックが、少なくとも０．０５ｇ／ｍ２の量で前記表面に塗布される、請求項
１から４までのいずれか一項に記載の方法。
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【請求項６】
　前記結合剤が、金属塩による前記表面の前記処理に先立って、別の工程で塗布される、
請求項１から５までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　結合剤及び金属塩による前記処理が、前記板紙基材の前記表面に、結合剤及び金属塩を
含む組成物を添加することによりなされる、請求項１から５までのいずれか一項に記載の
方法。
【請求項８】
　前記金属塩が、少なくとも０．０１ｇ／ｍ２の量で、好ましくは、少なくとも０．１ｇ
／ｍ２の量で前記表面に塗布される、請求項１から７までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリマー層が、ポリエチレン（ＰＥ）及び／若しくはポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）、ポリプロピレン（ＰＰ）及び／若しくはポリ乳酸（ＰＬＡ）、並びに／又は
、これらの任意の生物由来の材料を含む、請求項１から８までのいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１０】
　板紙基材と、
　結合剤を含む、最も内側の第１の層と、
　前記第１の層に塗布された、金属塩を含む第２の層と、
　前記第２の層の少なくとも一部分に印刷された、水性ベースのインクと、
　印刷された前記第２の層に塗布された、熱可塑性ポリマー層と
を含む包装材料。
【請求項１１】
　板紙基材と、
　結合剤及び金属塩を含む、最も内側の層と、
　前記最も内側の層の少なくとも一部分に印刷された、水性ベースのインクと、
　印刷された前記最も内側の層に塗布された、熱可塑性ポリマー層と
を含む包装材料。
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